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命の知識（ホセア4:6）
　
　今日の聖書を見ると、イスラエルの民が滅びる理由が知識はないからと言われています。裏返しますと、ここで言われている知識があればその人は勝利するということになるでしょう。努力はとても大切です。また状況や環境に恵まれるということもありがたい話だと思います。しかし、努力するか、また条件、環境をうんぬんする前に望まれることは正しい知識です。つまり、正しい知識がないまま努力すると結果は与えられるでしょうが、それが人生のまことの勝利につながることはありません。良い条件に恵まれていると有利でしょうが、それが人生のまことの勝利にはつながりません。だから、一番優先すべき人生の勝利の鍵はまことの知識です。

私はテレビをよく見ていますが、「ホンマでっか!?」という番組があります。何かのテーマを取り上げて、いろいろな分野の専門家が出てきて豊富な知識をもってそれに対していろいろな意見を述べたりする番組です。そのような知識がないから滅びるのでしょうか。そのような知識が豊富になれば、その人は人生に勝利できるのでしょうか。今聖書が語っている、あなたがたは知識がないので滅ぼされるとおっしゃっているこの知識は、そういう知識ではありません。それこそいのちに関わるまことのいのちの知識であり、それによってまことの人生の成功につながる内容です。2016年がすでに始まりました。もうすでに皆さんは実は、この勝利の人生に召されています。それを具体的に体験し、具体的に実を結ぶ2016年になっていただきたいと願いますが、その一番の鍵が何かと言うと、まことのいのちの知識です。その知識とはどんな内容なのでしょうか。
まず、それは専門家による勉強によって習得できる豊富な知識ではありません。それはまことの神様のことを正しく知る知識です。神様はどんな方なのでしょうか。私たちは、まことの神様と出会う前に、自分なりに神をもって神様に対してのいろいろなイメージ、また教えなどがあったと思います。それとこのまことの知識に当たる神様のことを重ねて考えてしまうと、それは何の役にも立たないし逆に混乱してしまいます。ですから、聖書を通して、神様はどういう方なのかを正しく理解しないといけません。それこそ人生の勝利の鍵となるまことの知識です。結局、この知識がないから滅ぼされたということになります。長老さんの祈りの中にもありましたように、世界中に戦争が起きて大変な目に遭っている人々が多いです。なぜでしょうか。誰が悪いのでしょうか。このまことの神様を知る知識がないからです。クリスチャンの私たちだけがそれを知っています。だから、皆さんひとりひとりが大切な大事な存在です。なぜ人々は滅ぼされるのでしょうか。なぜ地球は滅びていくのでしょうか。環境汚染や政治家が悪いからではなく、まことの神様を知るいのちの知識に欠けているからそうなっていくということを覚えていてください。それほどすべての勝利の鍵です。滅びるか勝利するか、その鍵となるのが神様を知る知識なのです。個人的にも皆さんひとりひとりが今までの人生を振り返って、あるいは今現在も進行形である家系や家庭の様々な問題を見るときにも、誰かが悪い良いではありません。いのちの知識であるまことの神様を知る知識がないからです。神様はどんな方なのでしょうか。

神様はまず全能なる方です。それは神様は創造主であるという意味です。聖書の一番最初を開きますと、早速その内容が紹介されます。神は天と地を創造された。それが聖書の一番の最初の文書です。神様は、宇宙をこの地球を、またすべての被造物を私たち人間をもお造りになりました創造主です。それが可能な、そのような能力をお持ちになる全能なる方です。それが可能なのは、神様は被造物のように制限される肉体をもっている方ではなく神は霊です。礼拝の前にいつも私たちが唱えていますが、神は霊ですので、神を礼拝する者は、霊とまことによって礼拝をしなければなりません。神は霊です。形のない方です。人間の肉に制限されないし、私たちの被造物の理性に全部治まらない方です。だから、神様のこと、すべて完璧に理解できるということは不可能です。神様ご自身が啓示してくれました。私たちに示して教えてくれただけ私たちは分かるようになっている、そういう方です。人間の手によって作られ形があり、そして、何かを拝むようなものは神ではありません。少なくとも私たち人間を造ることができる方、そして、時間空間などに制限されない神は霊です。ですから、聖書を見ると神様はいらっしゃらないところがありません。左の先まで行ってもそこにも神様はいらっしゃるし、海の一番深いところまで行ってもそこにも神様はいらっしゃるし、だから神様の数が多いかといいますとそうではなくて神は霊です。神はひとりしかいらっしゃらないし唯一の方なのですがどこにもいらっしゃるし、そして、神さまには嘘をつくこと以外にはできないことは何もありません。すべてがおできになるお方です。少なくとも私たちが神様を正しく理解して、そのいのちの知識を持っていないといけないのですが、その神様は全能なる方です。そして、全能なる創造主である神様が、罪を犯して堕落してしまった私たち人間をお救いになります救いの主です。神様は救い主なのです。なぜでしょうか。神様によって尊く祝福の存在として造られた私たち人間が、神様に背いて背きの罪を犯してしまったからです。この罪は道徳的な一過性の罪ではなくて、根本的に神から離れてしまった取り返しのつかない罪です。それを原罪と言います。神様は創世記3：15において女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕くと最初から救いを約束され、その救いの契約を結ばれた方です。それが神様です。しかもその救いの契約を私たち人間とは相談せずに一方的に神の御心のままにそれを全うされて、ついにその救いの契約を完璧に成就された方です。ヨハネ19：30には、すべてを完了したと宣言していらっしゃいます。しかもこの救いの祝福が、一人二人特別な階層にとどまるのではなく、すべての民族に全世界にこの救いの祝福が与えられるようにしていらっしゃる方です。神様は救い主です。そのために神様はキリストを約束されました。それでキリストが、実際にこの世に来られて十字架にかけられ死の力を打ち破って3日目によみがえられました。その方がイエス様です。イエス様はキリストです。そのイエス・キリストを通して神は創造の神であり、神は救いの神であり、救いの契約を成し遂げられる契約の神様だということが分かるようになります。そして、その完璧に成就されました救いの祝福をもって、今現在もその救いを完成していらっしゃいます。そのために歴史がいまだに存在して歴史が流れています。つまり、神様は歴史の主人です。黙示録1：17を見ると、神様は、アルファでありオメガである、最初であり終りであるとあります。どういう意味なのでしょうか。歴史も神様の被造物なのです。神様がお作りになりまして、歴史を動かしていらっしゃるのです。歴史を支配していらっしゃる方なのです。つまり、歴史というものは神様によって作られて、神様によって動かされているもの、存在するものです。その歴史には神様のしっかりとした理由があるということでしょう。それが歴史です。ただ何の意味もないまま流れる、時間が流れるものではありません。歴史は、神様ご自身が主人です。歴史の主です。神様はそういう方です。神様は歴史を動かして、神様の理由、神の目的、神の目標をもって動かしていらっしゃるということです。その目標はまぎれもないマタイ24：14に書いてあるように、地震が起きて戦争が起きてテロが起きて自然災害が起きて、それで終わりではない。そういうことに惑わされないでこの福音が全世界に宣べ伝えられてから世の終わりの日が来る。歴史の理由、目的は、世界福音化であり、キリストの福音が世界中に宣べ伝えられることです。そのために歴史が今も流れているし存在しているのです。歴史がまだ終わっていないというのは、この救いの神様の働きが、いまだにずっと進行形であるという裏返しです。皆さんもその歴史の中に今歩いているのではないでしょうか。その歴史を神様が動かしていらっしゃる、神様は歴史の主であるという知識がなければいけません。この歴史の理由、目的が明確になります。神様はそういう方です。イスラエルの民は聖書をいただいて神様の奇跡を見たのにもかかわらず、神さまをこのように理解する知識がありませんでした。それで滅ぼされるようになったのです。つまり、教会に通っていて、聖書研究をしながら聖書を黙想していてもこのような神様を知る知識がなければそれは同じなのだという教訓です。
今まで私たちは良いか悪いかは別にして、自分の意志なのか何なのかは分かりませんが、神に対して、特に日本の場合は神々という教えやニュアンス、知識というものがあります。私たちの子ことや頭の中に神というイメージがあったもの、それは一切神ではありません。そこを徹底しないといけません。神々などは存在しません。神を知る知識がない人間が、目に見えない悪魔に惑わされ操られて作りだしたものです。それは神ではありません。今までにあった神のイメージ、知識に、聖書、キリストによる神様を一緒に重ねてミックスしているから、そこに神様のいのちのわざが中々、見られないのではないでしょうか。他に私たちに何か悪いことがあるからではありません。この知識が明確に鮮明に明らかになっていないからです。教会に長い間、通っていたとしても、聖書を持っていても聖書が明らかに示しているのに、見ていてもその知識が伝わらないのです。それが人間です。だから、キリストが十字架にかけられて血を流され、そのキリストによってのみ、キリストを受け入れるときに初めてこの知識に目が開かれるようになります。まとめて申し上げますと、神さまを正しく知る知識がどこにあるのかと言いますと、もちろん聖書だけですがキリストを通してのみ神様を知ることができます。だから、キリストを正しく知り、イエスがそのキリストだということが分かっていないまま教会に通って聖書研究をしても、そこから得られた神様に対する理解は全くでたらめだと断言して捨てなければなりません。私は神を見た。全部嘘です。キリストを知らない限りは、キリストを通さない限りは、神を知る知識を得ることはできません。研究しても修行しても無理です。イエス様が自らおっしゃいました。ヨハネ1：14を見ると、みことばは神であった。そのみことばは肉となって私たちに現れた。そのときにそれを見ると神の栄光だったとあります。それからヨハネ10：30などを見ると、イエス様が十字架にかけられた理由でもありますが、父と私はひとつなのだ。イエスを見ることが神を見ることなのです。ヨハネ14：9では、弟子たちの前でおっしゃいました。私を見たのに、また神を見せなさいと言うのか。私を見たのは神を見た者なのだと。イエス・キリストは神様義自身であり、イエスを知ること、イエス・キリストを見ることが神様を見ることであり、神さまを正しく知ることです。他には道がありません。他に自分なりに神、神と思っているのは全部片づけて捨てましょう。この知識がありませんでした。つまり、イスラエルの人は、律法など聖書を全部暗記するくらい聖書にいのちをかけていました。それにもかかわらずキリストが分かっていませんでした。そうすると、彼らには神を正しく知る知識はありません。当然滅びるわけです。神を正しく知る知識、イエスはキリストです。そこに真の知識があります。

そして、その神を正しく知る知識がベースになって、そこからまた生まれてくる知識が何かというと、そのイエス・キリストを受け入れた私、自分が誰なのかという、自分を正しく知る知識、これこそがいのちの知識です。イスラエルは自分が誰なのか全くわかっていませんでした。神様はさんざんおっしゃっているのにイスラエルの人は全く聞く耳を持たないし、自分が誰なのか分かっていません。あなたがたは祭司の国だ。あなたがたは契約の民だとおっしゃっていても、彼らは全く聞きません。だから、滅びるわけです。勝利につながる正しい知識、2016年、皆さんぜひ勝利を収めて実を結ぶようになることを祈りたいと思いますが、その鍵は自分のことを正しく知る知識です。自分は誰なのでしょうか。イエス様を信じる前の皆さんは、残念ながら気づいていなかったでしょうが、また認めたくないでしょうが、そこを正しく知らないといけません。ヨハネ8：44、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者であると根本的に滅びるしかない存在です。エペソ2：3、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた者でした。だから、自分の罪過と罪によって魂が死んだ状態であり、その結果、空中の権威を持つ悪魔、サタンに従って、世の流れに従って生きるしかなかった存在です。それで偶像崇拝をしたり、精神的な問題やいろいろなトラブルや辛いこと、悲しいこと、苦しいことなどがそこに生まれてくるようになったのです。それが問題ではありません。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、どうしようもない、まったく希望のない、滅びるしかない存在でした。それが皆さんです。それが私たちです。それなのに神様の恵みによって、絶対に世のルールではありえないことですが、イエス・キリストを信じることができるようになりました。いろいろなきっかけがあったでしょうが、そのイエス・キリストを信じた後の自分はどのようになったのでしょうか。ただイエスを信じただけなのに、そのイエスがキリストであるがゆえに信じた途端に、しかも永遠にⅡコリント5：17にあるように、先ほど申し上げました滅びるしかないその自分は、古いものは過ぎ去って、すべてが新しく作り変えられるようになりました。ローマ8：2に書いてあるように、滅びるしかない死と罪の原理から永遠に解放され自由になり、滅びるしかなかったイエス以前の自分は、ガラテヤ2：20に書いてあるように十字架とともに死んでもう消えてなくなりました。今はⅠコリント3：16にあるように、聖霊が宿る神の神殿と呼ばれる尊い神の子どもとしてつくり変えられて、神さまを「アバ、父」と呼ぶ神の子どもという身分を持つようになります。それから、いつ死んでも天国に迎え入れられるように天の御国の国籍をいただいているし、天国に行くまでの間、人生の歩みを、ヨハネ14：16に助け主聖霊が完璧に導かれ守られる存在になっています。聖霊の霊が宿っているので、私のうわべや自分の能力とは関係なく地上にいる間に、マルコ3：15にあるように悪霊を追い出す、そして蛇とサソリを踏みつける権威が与えられている特別な存在に造りかえられています。そして、その働きのために、その尊い悪霊を追い出し、蛇とサソリを踏みつける、つまり、暗やみの勢力を打ち破って神の国を建設することのためにヘブル1：14には、天使が、御使いが私たちに奉仕することになっています。なんとすばらしいことでしょうか。このような存在に造りかえられています。自分は誰なのか分かっていません。いまだに過去にずっと引きずられて、いまだにうわべや肉体的な条件、環境などによって惑わされています。そういうことと一切関係ありません。イエスがキリストであるがゆえに、そのイエスを受け入れただけでこのように完璧に造り変えられました。といいますのは、自分が誰なのかというとヨハネ14：12でイエス様がおっしゃっているように、イエス様にしかできないこと、この地上に神の国が臨まれるようにすること、それができるようになり、イエス様より大きなことができる存在です。分かりますか。イスラエルはこの知識がありませんでした。皆さんが事業にも勉強にも家庭生活においても勝利するための鍵は努力ではありません。この知識です。神様を正しく知り、それをベースにして自分が誰なのか正しく知る知識を持つことです。知識がないまま突っ走ると形は作るでしょう。また結果は出るかもしれませんが、それは成功とも勝利とも幸せとも言えません。必ず崩れていくようになります。なぜそのような無駄な人生、もったいない人生を送るのでしょうか。まずは知識です。聖書のお話を信じてください。聖書は、あなたがたが滅びるのは、知識がないからだ。ホンマでっかの知識ではなくて、いのちの知識です。使徒1：3には、私たちは神の国主人公だとあります。だから、聖霊が臨まれると地の果てにまでイエスの証人となります。つまり、イエスの代わりにイエス様にしかできない暗やみの力を縛り上げ、いのちの救いの働きに携わることができる存在に造りかえられています。だからⅠペテロ2：9には、王である祭司という言葉を私たちにつけています。

今年2016年のキャッチコピーでもありますが、ヨハネ15：5には、だから、わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝ですとおっしゃっているのです。イエスの実を当たり前に結ぶようになります。そのような存在だということをまず正しく知らないといけません。そのようなことを指してエペソ4：15-16などを見ると、キリストがかしらであり、私たちはその体で、そういうことを教会と言います。天と地をつなぐ中間役という意味です。それが皆さんです。人生変わりました。イエス様を信じることは、教会に通うことではありません。単に痛いところが丈夫になるとか、そのような話ではありません。イエス様を信じることは、滅びるしかない、生まれつき神の御怒りを受けるべき存在が、十字架とともに死んで、神の霊が宿る、イエス様と全く同じ働きができる、悪霊、暗やみの力が一番恐れる存在に信じたその瞬間、変えられて、永遠に変わることなくずっと続くようになります。それがイエス様を信じるということです。うわべにだまされないようにしましょう。
もう一度言います。条件、環境、状況などと一切関係ありません。皆さんはどういう方なのかと言いますと、神様が歴史の主であれば、私たちは歴史の主人公です。それが皆さんです。つまり、皆さんは救われた方であり、伝道者であり、その伝道を全うするのに十分な祝福をいただいているものであり、総合して私は幸いな者、幸せな者なのです。条件、環境、状況などと一切関係ありません。私が救われたので幸せなのです。救われた、それを裏返しますと伝道者になっているのです。それが幸せです。しかも、その伝道のイエス様の働き、光の働き、いのちの働きを十分全うできる十分な祝福をすでにいただいているのです。イエス様が一緒にいらっしゃるから。悪霊を追い出す権威もあります。自分がこのような存在だとしっかりと分かっているものは、その人がいるところで暗やみの力は必ず砕かれるようになるでしょう。信じているからそれを祈ります。疑わずに祈ってください。それが皆さんです。よその人とは違います。歴史の主人公です。肩書は下っ端かもしれません。でも、皆さんが主人公です。この知識がないから滅びるのです。そうすると、違う方向に行ってしまいます。余計な世の流れに一緒に流されてしまいます。経済を求めて成功を目指して未信者と全く同じ動きをするしかありません。時分が誰なのか分かっていないからです。
最後に、いのちの知識は教会が何なのか正しく知る知識です。このように祝福されたにもかかわらず、教会が何か分かっていないがゆえにこれが続かないし、また教会を通してつまずく方もいます。それは教会が何か分かっていないからです。教会は、今申し上げましたキリストによって救われた人々の群れ、集いです。それを別の言葉で言うと、この世から聖別された集いです。聖なるところです。聖別されたとは、先ほど申し上げましたように、滅びる運命や地獄の勢力などに捕らわれて皆生きているのですが、その運命から引き上げられて聖別された、だからエクレシアというのです。今現在、外見、うわべを見るといろいろあるかもしれません。ただそれは条件ではありません、イエスがキリストだと信じる信仰を持っているものであれば、地獄の世界から滅びる運命の世界から引き上げられて聖別されています。神の恵みの世界に、神の御旨の方に聖別されました。なんと聖なるところでしょうか。それから、教会というのは、単にそこから聖別されただけではありません。絶対的な理由のために聖別されている集いです。世界中、世の中の人々にはいろいろな理由があります。そことはまったく次元の違う理由の方に聖別されました。それが福音宣教です。その目的のために聖別されているわけです。社会奉仕のために、他の宗教がやっていることを一緒にやるためではありません。絶対的な理由のためです。教会にしかできない理由、福音宣教です。大きいか小さいかは関係なく、教会がもしこの福音宣教という絶対的な目的、理由を忘れると、もはや教会ではないでしょう。それが教会です。そこに集まっているメンバーはいろいろな形があったり、また建物もいろいろな形があったり規模も違うかもしれません。でも教会であれば聖別された理由を持たなければいけません。それがキリストの理由ですから、教会は目に見えないけれどもキリストが教会の主人です。つまり、キリストが主人で教会を導いていらっしゃるので、守っていらっしゃるので、教会は絶対に滅びることはありません。迫害によって形が全部無くなり、ときには皆死刑にされ殺されていのちを失うことがあっても教会は滅びることはありません。キリストは主人ですから。それがキリストが主人だという意味です。教会はこういうところなので外見、うわべと関係なく、中にはいろいろな要素がありますが教会は絶対的に貴重な大事なところです。大切なところです。今言葉を注意して聞いてください。絶対的に大事なのです。というのは相対的に比較したり、何かがあるから良い悪いではなくて、絶対的に貴重なところです。それが教会です。建物は教会ではありません。これは礼拝堂です。教会は皆さんひとりひとりであり、この集いです。
ですから、教会は世の光と言われるところです。なぜかと言いますと、教会はこの集まることだけに意味を持つところではありません。だから、教会を正しく理解しないといけません。イザヤ60：2には、諸国の民が暗やみに覆われていると言われています。だから、そこにまことの光が求められますが、その光はヨハネ1：9に書いてあるように、キリスト、イエスがまことの光であり、そのキリスト、イエスを受け入れたひとりひとりに向かってマタイ5：14には、あなたがたは世の光なのだとおっしゃっているわけです。だから、教会は世の光なのです。それゆえ教会は、いつも使徒2：46に書いてあるように、神殿に集まり、また家に集まってパンを分け与えてと書いてあるように、教会の形態というものは、集まる教会と散らばる教会の二つがいつもあります。これが教会です。カトリックの影響によって、宗教改革があったにもかかわらず、集まる教会しか分かりません。今のように。これが終わったら皆さん現場に散らばります。そこで皆さんひとりひとりが教会なのです。教会としてそこに立っていないといけません。これが教会です。教会を正しく知る知識がないと、祝福されたにもかかわらず続きません。

そして、教会は、この神の目標を持続するための器、鍵となるところです。だから、教会は組織のための組織ではなく、牧師がいるし長老さんや重職者が立てられるわけです。それが聖書的な教会です。何のためでしょうか。持続するためです。そして、教会はまことの献身の場になります。ローマ16章に書いてある人々の献身の場が教会です。教会がどういうところなのか分かっているので。そして、これが次の世代、レムナントの方にずっと伝えられて受け継がれていくようにするところが教会です。だから、持続するためのベースキャンプのようなところが教会です。それで教会に集まって礼拝を通して、現場の教会に光を照らすための恵みをいただいて、メッセージをいただいて、また訓練も受けたりするところです。それが集まる教会です。その理由は、教会は現場のために存在するものなのです。この世のために光として存在するところです。だから、現場に教会として光を放つために、それがしっかり形になるのを地教会と言います。ただ株分けみたいになって地教会だとか、いろいろな形でやると思いますが、やっていらっしゃる方々もこの契約を握って祈ってください。皆さんそれぞれが、今日礼拝が終わって現場に戻ると、そこに教会が立つわけです。目に見えない教会が。ただ集まるところに集中し（その集中もしないでしょうが）終わった後に、「ああ終わった」と一週間の教会の行事、イベントはこれで終わりとなるから、教会という祝福を味わえないでしょう。教会に対する正しい知識がないからです。だから、続きません。現場で実を結ぶようになります。皆さん散らばると終わりではありません。集まる教会、散らばる教会、二つの教会があります。いつも教会として誇り高きプライドをもって、教会として生きていただきたいと願います。
これがいのちの知識です。もう一度申し上げますが、努力や条件の前に知識が優先です。そして、皆さんはこれに根を下ろさないといけません。だから、2016年はキリストを知らないと神を知ることができないから、神に対する正しい知識というのはキリストをしっかりと理解するということです。だから、キリストに根を下ろすように、そこで神様を知る知識が豊かになるようにという意味で、キリストに根を下ろす2016年になっていただきたいと思います。その根を下ろすために聖餐の告白と、そして、福音聖句などを徹底していただきたいと思います。

それから、すべてをキリスト中心にして行かないといけません。そのキリスト中心にしてこれからはみことばの中に立つことです。そこで今まで間違っていたいろいろなことをわきまえて整理して行くようにしましょう。別の言葉で言うと、今までの刻印が取り変えられるようにしましょう。それはみことば以外にはありません。そのみことばがキリストをベースにしてのみことばでなければいけません。そして、日曜日の礼拝のメッセージカードなどをそういう意味合いを持ってよく活用していただきたいと思います。

それから、教会が何か、自分が誰なのか正しく分かれば、方向は福音宣教に、神様の絶対目標に合わせるしかないでしょう。それを吟味しながら、サタンはそれができないようにいろいろな意味で邪魔をするでしょうが、それを試みてください。自分の事業、勉強、仕事、家庭、健康、すべての方向がどこになっているのか。方向を福音宣教、絶対目標の方に合わせ、いつも救いの道を皆さんで感謝とともに自分のものになるようにずっと繰り返してやっていただきたいと思います。
それから、まず皆さんが集っている教会を中心にして、教会のために祈り、教会のためにどのように献身をすればいいのかということを祈りつつ、自分なりに見つけるようにしてください。柳先生が先週の核心のメッセージでおっしゃいました。祝福されるために献金や献身をするのではなく、献身と献金に預かること自体がもう祝福なのです。そのような理解をもって、ぜひ教会のための献身、いろいろあると思います。小さな教会でありますが。世界福音化のために、日本の福音化のために、レムナントのために、大学のためにという祈りの課題を持っている教会なので、その教会のために自分はどのように献身することができるかということを祈って見つけるようにしていただきたいと思います。子のいのちの知識によって皆さんの残りの生涯が、もうすでに勝利の人生ですがそれを具体的に味わい、体験することを祈りたいと思います。
 (祈り)

恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。2016年、神様の契約のメッセージをありがとうございます。神様の絶対目標のためにイエスはぶどうの木で、私はその枝です。イエス様の内にとどまるために私たちにいのちの知識をしっかりと持つことができるように、ひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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